
⽔道使⽤量データ分析とドローン
技術を活⽤した空き家調査
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物件の発掘（掘り起こし）が困難

空き家に関する専⾨知識の不⾜

窓⼝運営の⼈材不⾜（リソース不⾜）

複数のバンク運⽤による作業⼿間

利活⽤希望者とのマッチングが困難

”特になし” または ”未記⼊”

■ 空き家相談窓⼝の運⽤業務で感じる課題

96 市町村（ 36 ％ ）

73 市町村（ 27 ％ ）

138 市町村（ 51 ％ ）

163 市町村
（ 61％ ）

74 市町村（ 28 ％ ）

11 市町村（ 4 ％ ）

空き家対策を第⼀線で実施している⾃治体・団体が空き家事業の活動や窓⼝の運⽤上に感じる課題のトップは掘り起こし。
※LIFULL HOMEʼS 空き家バンクの登録⾃治体を対象に実施したLIFULL 地⽅創⽣調査から⾒る現状。

※ LIFULL HOMEʼS 空き家バンク登録⾃治体を対象としたLIFULL 地⽅創⽣調査 調査時期：2021年1⽉

（ 回答数 n=269 ※ ）

・全体の約6割以上が感じる課題として「物件の発掘（掘り起こし）が困難」と回答。

空き家相談窓⼝の運⽤業務で感じる課題
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空き家の推定 空き家の調査・
外観による判定

所有者の意向確認
意識啓発

空き家バンク
への掲載 マッチング

調査作業を効率化することにより、調査を⾼頻度に
実施できるようにし、空き家期間の短縮を図る

所有者意向を確認し、空き家バ
ンク登録への意識啓発を図る

空き家バンク上での掲載⽅法を⼯夫す
ることでマッチング率向上を図る

①⽔道データ等を活⽤
した空き家予備軍
の推定調査

調査で発⾒されず空き家期間が⻑くなることで、
物件の状態が悪化し、再利⽤に繋げられない

空き家所有者の意向が不明で
バンク登録作業が進まない

空き家の状態・魅⼒を⼗分に
伝えきれていない

ドローン等デジタル技術活⽤による空き家調査の品質向上と空き家バンク登録情報の拡充に向け、
空き家調査から所有者の意向確認・空き家バンク登録までの⼀連の流れを推進。

課題

対策

事業
内容

②ドローンを活⽤した
空き家の特定・外観調査

③空き家所有者への
 アンケート調査・
リーフレットによる
意識啓発

④ドローンを活⽤した
空き家調査による
魅⼒度検証

データによる
空き家の早期発⾒

新たな視点での
外観調査

所有者への
アプローチ

那須町 空き家対策モデル事業の全体像
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ドローンを活⽤した空き家の特定および外観調査
地上から⼈⼒で撮影 上空からドローンで撮影

地上からは⾒えない箇所が鮮明に確認できる。特に草が⽣い茂っている物件では上空からの写真が有効。

ドローンでは敷地の様⼦や周辺環境も確認可能 開けた場所であれば背景を含めた魅⼒的な写真も撮影可能
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空き家所有者（予備軍）へのリーフレット配布、アンケート調査

■空き家所有者向けリーフレットの配布 ■空き家所有者向けアンケートの実施

◆ 調査対象 ： 1654名 
⽔道使⽤量が2022年4⽉〜2023年3⽉の期間で、連続して⼀定量（2⽴⽶/⽉）を下
回っている⽔道の契約住所の所有者（固定資産税台帳に登録されている所有者）
◆ 実施時期 ： 2023年12⽉15⽇〜2024年1⽉26⽇
◆ 調査⼿法：対象者にWEB回答⽤の⼆次元バーコード/URL付きのアンケートを郵送
して配布し、郵送ないしWEBフォームから回答を収集
◆ 有効回答数： 747（回答率：44.9％）

• 地域特性もあり、全体の約83%が「別荘」として利⽤。現状「空き家」という
状況ではないものも含まれた。

• アンケート対象者のうち、235⼈（31.7%）が利活⽤に関⼼があることが分かっ
た。
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ドローンを活⽤した空き家調査による魅⼒度検証

• 全国版空き家バンク（LIFULL HOMEʼS空き家バンク）での閲覧数の変化を計測
• 物件⼀覧ページに表⽰されるサムネイル画像にドローン空撮を利⽤した写真を⼊れたところ、すべて

の物件で閲覧数（PV数）の伸びが⾒られた。


